
　

２
０
１
８
年
４
月
か
ら
常
磐
大
学
で
は

看
護
学
部
看
護
学
科
を
開
設
し
て
、
看
護

職
の
養
成
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
茨
城
県
内

の
深
刻
な
看
護
職
不
足
を
解
消
す
べ
く
、

地
域
医
療
の
将
来
を
支
え
る
人
材
育
成
の

一
翼
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
看
護
学
部
看
護
学
科
の
開
設
に
合
わ

せ
て
、
東
茨
城
郡
茨
城
町
の
「
桜
の
郷
」

に
看
護
学
部
看
護
学
科
の
施
設
と
し
て
桜

の
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
が
で
き
ま
す
。
看
護
学

部
看
護
学
科
の
学
生
は
、
見
和
キ
ャ
ン
パ

ス
と
桜
の
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
２
つ
の
キ
ャ

ン
パ
ス
を
利
用
し
て
学
修
を
進
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

看
護
学
部
看

護
学
科
で
は
、

「
実
学
を
重
ん

じ
真
摯
な
態

度
を
身
に
つ
け

た
人
間
を
育
て

る
」
と
い
う
常

磐
大
学
の
建
学

の
精
神
に
基
づ
い
て
、
次
の
４
つ
の
特
色

に
応
じ
た
看
護
教
育
を
展
開
し
ま
す
。

１�

．
幅
広
い
領
域
を
横
断
し
実
践
力
・
応

用
力
を
養
う

　

看
護
学
の
学
習
準
備
と
し
て

e-Learning

を
活
用
し
て
基
礎
学
力
向
上

を
図
り
、
看
護
専
門
科
目
で
は
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
た
実
践
的

な
授
業
を
展
開
し
ま
す
。
さ
ら
に
既
設
の

人
間
科
学
部
・
総
合
政
策
学
部
と
連
携
し

て
、
看
護
の
専
門
知
識
に
と
ど
ま
ら
な
い

知
見
を
広
げ
る
実
践
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

２�

．
連
続
性
の
高
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
体

系
的
な
学
修
を
実
現

　

基
礎
、
応
用
、
発
展
と
各
領
域
に
お
け

る
連
続
性
を
高
め
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成

に
よ
り
、
体
系
的
な
看
護
学
の
教
育
を
提

供
し
ま
す
。

３�

．
茨
城
県
内
の
国
立
病
院
機
構
水
戸

医
療
セ
ン
タ
ー
・
霞
ヶ
浦
医
療
セ
ン

タ
ー
・
茨
城
東
病
院
と
連
携

　

隣
地
実
習
の
多
く
を
水
戸
医
療
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
、
実
習
期
間
は
隣
接
す
る

桜
の
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
と
し
て
学
修

す
る
こ
と
で
、
充
実
し
た
実
習
環
境
を
実

現
し
ま
す
。

４�

．「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
地

域
社
会
の
現
場
で
学
ぶ

　

今
後
ま
す
ま
す
必
要
性
が
高
ま
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
実
践
的
に

学
修
し
、
地
域
社
会
に
お
い
て
他
職
種
間

で
協
働
す
る
力
を
養
い
ま
す
。

　

看
護
職
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
る
会

員
の
み
な
さ
ま
の
ご
親
族
・
ご
親
戚
が
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
是
非
、
常
磐
大

学
看
護
学
部
看
護
学
科
を
ご
推
薦
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

【
看
護
学
部
看
護
学
科
の
概
要
】

入
学
定
員　
80
人
（
男
女
共
学
）

取
得
学
位　
学
士
（
看
護
学
）

場
所　
見
和
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
（
水
戸
市
見
和
１

－

４
３
０

－

１
）

桜
の
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
茨
城
郡

茨
城
町
桜
の
郷
２
８
０
）

　
　
　

※　

水
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
隣
接

取
得
資
格　
看
護
師
国
家
試
験
受
験
資
格

　
　
　
　
　

保
健
師
国
家
試
験
受
験
資
格

　
　
　
　
　
（
選
択
制
20
名
）

　
　
　
　
　

養
護
教
諭
一
種
免
許

　
　
　
　
　
（
選
択
制
10
名
）

　

全
国
大
学
実
務
教
育
協
会
常
磐
大
学
部
会
（
旦
ま

ゆ
み
教
授
、
菅
田
浩
一
郎
准
教
授
、
森
本
俊
助
教
）

と
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
、
若
手
社

員
研
修
「
石
の
上
に
も
３
年
！
」
セ
ミ
ナ
ー
（
中
小

企
業
家
同
友
会
、
常
磐
大
学
同
窓
会
協
力
）
が
11
月

17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
入
社
数

年
の
若
手
社
員
と
入
社
10
年
く
ら
い
の
先
輩
社
員
が

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
交
流
し
、
先
輩
社
員
の

豊
富
な
経
験
か
ら
必
要
な
ス
キ
ル
や
考
え
方
な
ど
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
社
会
人
と
し
て
向

上
心
や
継
続
力
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
は
、
先
輩
社
員
１
、２
名
に
対
し
若
手
社
員

４
名
程
度
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

話
し
合
い
の
テ
ー
マ
「
私
の
経
験
の
中
で
成
功
し
た

こ
と
、
や
り
遂
げ
た
こ
と
」「
私
の
経
験
の
中
で
失
敗

し
た
こ
と
、
ど
う
乗
り
越
え
た
か
」
な
ど
に
基
づ
き
、

各
グ
ル
ー
プ
で
自
由
に
語
り
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経

験
や
考
え
を
他
の
グ
ル
ー
プ
と
も
共
有
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
は
、
若
手
社
員
が
直
面
す
る
課
題
や
仕
事

上
の
悩
み
な
ど
を
和
ら
げ
、
実
社
会
で
働
く
た
め

の
活
力
を
養
い
、
よ
り
良

い
働
き
方
の
ヒ
ン
ト
を
掴

む
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
参
加
者
の
中
に
は

本
学
卒
業
生
も
約
半
数
交

え
て
お
り
、
本
学
に
と
っ

て
も
卒
業
後
の
キ
ャ
リ

ア
支
援
を
行
う
新
し
い
取

り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
度
は
９
月
に

開
催
す
る
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

同
窓
会
で
は
、
２
０
１
１
年
度
に
常
磐
大
学
同

窓
会
課
外
活
動
奨
励
金
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
学
生
の
課
外
活
動
の
活
性
化
と
同

窓
会
活
動
に
対
す
る
認
知
度
や
理
解
度
の
向
上
を

目
的
と
し
て
、
常
磐
大
学
の
発
展
お
よ
び
社
会
貢

献
に
寄
与
で
き
る
、
ま
た
は
そ
れ
が
期
待
で
き
る

学
生
の
課
外
活
動
に
対
し
て
奨
励
金
を
給
付
す
る

も
の
で
す
。

　

２
０
１
７
年
度
は
次
の
３
団
体
に
対
し
、
奨
励

金
（
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
奨
励
金
）
を
給
付
す
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。　

９
月
28
日
に
奨
励
金

授
与
式
が
行
わ
れ
、
池
田

正
則
会
長
か
ら
給
付
団

体
の
代
表
学
生
に
奨
励

金
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
２
０
１
８
年

度
同
窓
会
総
会
後
に
今

回
の
給
付
団
体
の
学
生

た
ち
に
よ
る
活
動
内
容

お
よ
び
成
果
に
関
す
る

報
告
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

常
磐
大
学
同
窓
会
の
み
な
さ
ま
、
は
じ
め

ま
し
て
。
２
０
１
７
年
４
月
か
ら
、
常
磐
大

学
に
て
、
看
護
学
部
開
設
の
準
備
を
し
て
ま

い
り
ま
し
た
村
井
と
申
し
ま
す
。
こ
の
１
年
、

初
め
て
お
会
い
し
た
方
か
ら
、「
私
も
常
磐

大
学
の
出
身
な
ん
で
す
」
と
か
、「
常
磐
大

学
に
看
護
学
部
に
開
設
さ
れ
る
の
を
待
っ
て

ま
し
た
」
な
ど
と
い
う
お
声
か
け
と
い
た
だ

く
こ
と
が
多
く
、
と
て
も
勇
気
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
同
窓
会
の
み
な
さ
ま
は
じ
め
常
磐

大
学
関
係
者
の
方
々
の
温
か
さ
に
支
え
ら
れ

て
、
開
設
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
た
実

感
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
４
年
後
に
は
、
病
院
や
地

域
の
保
健
医
療
施
設
等
で
「
常
磐
大
学
の
卒

業
生
で
す
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
地
域
の
健
康
を
支
え
ら
れ
る
看

護
職
と
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
看
護

学
部
の
開
設
が
常
磐
大
学
の
さ
ら
な
る
発
展

に
繫
が
る
よ
う
に
尽
力
い
た
し
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
ご

支
援
の
程
ど

う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

団体名 活動の内容 給付金額

松原哲哉ゼ
ミナール

本活動では、「身近な地域における環境再生」をテーマとして、①「常磐の森再生プロジェクト」と②「常
磐大学ファームプロジェクト」に取り組みました。①では、大学構内にある「常磐の森」を中心に、環境保
全を図る活動である「ホタルネットワークmito」や近隣の教育機関等地域と密接につながりながら活動を行
いました。②では、茨城の「農」と「食」を脅かす耕作放棄地問題に取り組んで、常陸太田市の「常磐大学ファー
ム」とひたちなか市の「枝川圃場」、今年度からは偕楽園の西の谷公園にも畑を設け、３つのフィールドで
活動しました。また、12月に東京ビックサイトで開催される「エコプロ2017」で活動成果を発信しました。

200,000円

エムフォー
Ｍ４

ひたちなか市那珂湊地区で毎年８月に開催されたアートイベント「みなとメディアミュージアム」において、
企画立案や、アーティストの制作サポート・開催中の作品管理・来客対応などの運営サポートを行い、30名
近くの学生がボランティアスタッフとして参加しました。また、同地区で毎月第３土曜日に開催される「ドゥ
ナイトマーケット」での「ＴＯＫＩＷＡまちなかラボ」プロジェクトでワークショップを実施しました。

200,000円

ティーエスエス
ＴＳＳボラン
ティア
トリコロール
TRICOLOR

「いわとき（岩手×常磐）プロジェクト」として、東日本大震災の被災地である岩手県沿岸部の課題解決
に向け、「できることを、できるときに、出来るだけ」をテーマに活動しました。「学ぶ→見る→実施する→
伝える→振り返る」といった段階を踏みながら、本年度も、岩手県をはじめてとした被災地の現状をより深
く理解するための「勉強会」を実施し、９月には現地でのボランティアを、そして、震災を風化させないた
めに10月のときわ祭において、写真展示等をはじめとして「復興支援企画」の実施、11月には本学学生・
教職員、地域の方々を対象とした「東日本大震災復興フォーラム」を開催いたしました。本活動は、継続
したボランティア活動として次年度以降も行なう予定です。

200,000円

　2018年度常磐大学同窓会総会を、2018年６月30日（土）に常磐大
学構内において開催する予定です。
　開催が正式に決定した後に、会員の皆さまへ出欠回答票とともに
郵送にてご案内いたしますので、学生時代の旧友をお誘いのうえ、
是非ご出席くださいますよう、よろしくお願いいたします。

看護の様子

桜の郷キャンパス

村井先生

演習の様子

看
護
学
部
看
護
学
科　
２
０
１
８
年
４
月
開
設
！

村
井
先
生
メ
ッ
セ
ー
ジ

若
手
社
員
研
修
「
石
の
上
に
も
３
年
！
」
セ
ミ
ナ
ー
開
催

若
手
社
員
研
修
「
石
の
上
に
も
３
年
！
」
セ
ミ
ナ
ー
開
催

総会のお知らせ

２
０
１
７
年
度
常
磐
大
学
同
窓
会

課
外
活
動
奨
励
金
給
付
団
体
決
定

（1）
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○
関
甲
新
学
生
野
球
秋
季
リ
ー
グ

　
（
３
部
中
２
部
）

常
磐
大
学
○　

10

－

２　

×
茨
城
大
学

常
磐
大
学
○　

３

－

１　

×
茨
城
大
学

常
磐
大
学
○　

２

－

１　

×
埼
玉
大
学

常
磐
大
学
×　

７

－

８　

○
埼
玉
大
学

常
磐
大
学
○　

２

－

０　

×
埼
玉
大
学

常
磐
大
学
×　

６

－

11　

○
平
成
国
際
大
学

常
磐
大
学
×　

３

－

５　

○
平
成
国
際
大
学

常
磐
大
学
○　

12

－

７　

×
新
潟
大
学

常
磐
大
学
○　

４

－

０　

×
新
潟
大
学

常
磐
大
学
×　

０

－

２　

○
松
本
大
学

常
磐
大
学
○　

４

－

１　

×
松
本
大
学

常
磐
大
学
×　

５

－

８　

○
松
本
大
学

※
７
勝
５
敗　

３
位　

２
部
残
留

〈
男
子
〉

○
２
０
１
７
年
度
関
東
大
学
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
秋
季
リ
ー
グ
戦
６
部

　

３
戦
０
勝
３
敗　

６
位

○
２
０
１
７
年
度
関
東
学
生
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
新
人
選
手
権
大
会

　

団
体
戦　

１
回
戦
敗
退

〈
女
子
〉

○
２
０
１
７
年
度
関
東
大
学
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
秋
季
リ
ー
グ
戦
４
部

　

５
戦
１
勝
４
敗　

５
位　

４
部
残
留

○
第
36
回
茨
城
県
女
子
剣
道
団
体
選
手
権

大
会

常
磐
大
学
×　

０

－

２　

○
土
浦
日
大
剣
道
部
Ｏ
Ｂ
会

常
磐
大
学
×　

０

－

１　

○
芳
明
館

○
第
66
回
関
東
学
生
剣
道
優
勝
大
会

（
男
子
団
体
）
１
回
戦

常
磐
大
学
×　

０

－

６　

○
横
浜
国
立
大
学

○
第
43
回
関
東
女
子
学
生
剣
道
優
勝
大
会

（
女
子
団
体
）
１
回
戦

常
磐
大
学
○　

２

－

０　

×
成
城
大
学

　

２
回
戦

常
磐
大
学
×　

０

－

４　

○
清
和
大
学

　

敗
者
復
活
戦

常
磐
大
学
×　

０

－

２　

○
帝
京
大
学

○
第
63
回
関
東
学
生
剣
道
新
人
大
会

（
男
子
団
体
）
１
回
戦

常
磐
大
学
×　

１

－

６　

○
東
海
大
学

○
第
８
回
関
東
女
子
学
生
剣
道
新
人
大
会

（
女
子
団
体
）

常
磐
大
学
×　

０

－

４　

○
國
學
院
大
學

○
北
関
東
大
学
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ【
後
期
】

常
磐
大
学
○　

３
－

０　
×
群
馬
大
学

常
磐
大
学
×　

２
－

３　

○
茨
城
大
学

常
磐
大
学
×　

１

－

４　

○
上
武
大
学

常
磐
大
学
○　

１

－

０　
×
高
崎
経
済
大
学

常
磐
大
学
○　

３

－

０　
×
足
利
工
業
大
学

常
磐
大
学
×　

２

－

６　

○
作
新
学
院
大
学

常
磐
大
学
○　

３

－

０　
×
関
東
学
園
大
学

常
磐
大
学
○　

５

－

０　
×
宇
都
宮
大
学

常
磐
大
学
×　

０

－

１　

○
白
鴎
大
学

　

５
勝
４
敗　

４
位

国
際
学
部
経
営
学
科
２
年　

郡
司　

桃
果

○
平
成
29
年
度
関
東
学
生
ゴ
ル
フ
連
盟
６

月
月
例
会

　

ス
コ
ア
82　

33
位
タ
イ

○
平
成
29
年
度
東
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル

フ
ァ
ー
ズ
選
手
権
地
区
決
勝
大
会

　

ス
コ
ア
79　

55
位
タ
イ

○
平
成
29
年
度
関
東
女
子
ゴ
ル
フ
選
手
権

決
勝
大
会

　

�

ス
コ
ア
１
８
２
（
２
日
間
合
計
）

　

１
４
３
位

○
平
成
29
年
度
全
日
本
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル

フ
ァ
ー
ズ
選
手
権
決
勝

　

ス
コ
ア
１
６
１
（
２
日
間
合
計
）

　

１
４
３
位
タ
イ

○
平
成
29
年
度
関
東
学
生
ゴ
ル
フ
連
盟
８

月
月
例
会

　

ス
コ
ア
80　

16
位

○
平
成
29
年
度
毎
日
杯
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル

フ
選
手
権
大
会

　

ス
コ
ア
79　

11
位

○
平
成
29
年
度
会
長
杯
争
奪
関
東
女
子
学

生
ゴ
ル
フ
選
手
権
決
勝
大
会

　

ス
コ
ア
81　

17
位
タ
イ

○
平
成
29
年
度
関
東
学
生
ゴ
ル
フ
連
盟
10

月
月
例
会

　

ス
コ
ア
73　

１
位
（
56
名
参
加
）

○
第
57
回
茨
城
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
大
学
の
部
）

　

銀
賞
・
県
代
表

○
第
22
回
東
関
東
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
大
学
の
部
）

　

銀
賞

　

常
磐
大
学
同
窓
会
の
皆
様
、
お
元

気
で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

二
〇
一
七
年
度
に
人
間
科
学
部
長
を
拝

命
し
た
河
野
で
ご
ざ
い
ま
す
。
早
い
も

の
で
、
私
が
常
磐
大
学
に
着
任
し
て

二
十
年
以
上
が
た
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
、

人
間
科
学
部
に
所
属
し
な
が
ら
、
全
学

部
の
学
生
が
履
修
で
き
る
総
合
講
座
科

目
（
現
在
は
教
養
科
目
）
を
担
当
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
授
業
で
お
目
に
か

か
っ
た
方
も
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
私
の
専
門
は
人
文
地
理
学
・

歴
史
地
理
学
で
、授
業
で
は「
地
理
学
」

や
「
文
化
論
」
な
ど
を
担
当
し
て
き
ま

し
た
。

　

さ
て
、
よ
う
や
く
春
め
い
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
は
寒
い
冬
で
し
た
。
水
戸
周
辺

で
は
大
雪
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
一
月
か
ら
二
月
は
連
日
氷
点
下

を
記
録
す
る
寒
さ
で
、
マ
イ
ナ
ス
七･

九

度
ま
で
下
が
っ
た
日
も
あ
り
ま
し
た
。
水

戸
で
マ
イ
ナ
ス
五
度
を
下
回
る
こ
と
は

め
っ
た
に
な
く
、
一
九
八
六
年
以
来
実
に

三
二
年
ぶ
り
の
記
録
で
す
。

　

二
月
中
旬
に
沖
縄
に
行
く
機
会
が
あ
り

ま
し
た
。
関
東
は
相
変
わ
ら
ず
寒
波
が
居

座
っ
て
氷
点
下
の
寒
さ
で
し
た
が
、
那
覇

空
港
で
機
外
に
出
る
と
む
っ
と
し
た
暖
か

く
湿
っ
た
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
海
外

旅
行
で
ハ
ワ
イ
や
グ
ァ
ム
に
行
け
ば
当
た

り
前
の
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
が
、
季
節
を

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
妙
な
気
分

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
日
の
沖
縄
の
気
温

を
調
べ
る
と
最
高
気
温
が
二
五
度
を
超
え

て
い
ま
し
た
、
ち
な
み
に
同
じ
日
、
日
本

で
一
番
寒
か
っ
た
の
は
北
海
道
北
部
の
中

頓
別
町
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
朝
の
最
低
気

温
が
マ
イ
ナ
ス
二
九
度
、
日
中
で
も
マ
イ

ナ
ス
八
度
ま
で
し
か
上
が
ら
な
い
一
日

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
一
日
の
気
温
が
二
五

度
を
上
回
る
日
を
「
夏
日
」、
一
日
中
氷

点
下
の
日
を
「
真
冬
日
」
と
い
い
ま
す
か

ら
「
沖
縄
で
は
夏
日
、
北
海
道
で
は
真
冬

日
」
で
日
本
の
中
に
夏
と
真
冬
が
同
居
し

て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

私
が
小
学
生
の
頃
、
一
九
七
〇
年
代
で

し
ょ
う
か
「
狭
い
日
本　

そ
ん
な
に
急
い

で
ど
こ
へ
行
く
」
と
い
う
交
通
標
語
が

あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
モ
ー
タ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
急
激
な
進
展
に
道
路
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
が
追
い
つ
か
ず
、「
交
通
戦

争
」
な
ど
と
い
わ
れ
て
い
た
時
期
で
す
。

し
か
し
日
本
の
国
土
は
、
面
積
こ
そ
狭
い

も
の
の
、
列
島
の
分
布
範
囲
は
北
東
か
ら

南
西
の
軸
で
三
千
キ
ロ
以
上
に
及
び
ま
す
。

自
然
環
境
に
も
そ
れ
な
り
の
違
い
が
あ
り

ま
す
。
教
科
書
的
に
は
わ
か
っ
て
い
る
知

識
で
も
、
あ
ら
た
め
て
体
感
し
て
み
る
と

日
本
の
広
さ
を
再
認
識
し
ま
す
。

　

生
活
文
化
の
基
と
な
る
自
然
環
境
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
昨
今
、
海
外
に
目
を

向
け
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
事
で
す
が
、

自
ら
の
足
元
に
も
結
構
知
ら
な
い
こ
と
が

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
意
外
に

広
い
日
本
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
た
ず
に
出

か
け
て
も
、
思
わ
ぬ
発
見
に
出
会
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

河野　敬一 先生

人間科学部　現代社会学科教授
2017年度より人間科学部長に就任

筑波大学大学院歴史・人類学研究科博士課程退学
学位：文学修士
専門：人文地理学、歴史地理学

「
広
い
」
日
本
の
再
発
見

�

河
野　
敬
一

　

ご
住
所
や
ご
氏
名
の
変
更
等
に
よ
り
、
本
会
か
ら

の
郵
便
物
が
返
送
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
お
り
ま

す
。

　

ご
住
所
や
ご
氏
名
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左

記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

　

h
ttp

： //w
w

w
.tokiw

a.ac.jp/~dosokai

　

メ
ー
ル
： dosokai@

tokiw
a.ac.jp

　

Ｆ
ａ
ｘ
： 

０
２
９-

２
３
１-

６
０
７
８

　

郵　

送
： 

〒
３
１
０-

８
５
８
５

　
　
　
　
　
水
戸
市
見
和
１-

４
３
０-

１

　

常
磐
大
学
内
常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局
宛

　

同
窓
会
事
務
局
で
は
、
会
報
「
と
き
わ
の
風
」
に
掲

載
す
る
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
日
々
の
雑
感
・
近
況
報
告
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。（
編
集
の
都
合
上
８
０
０
字
程
度
で
お
願
い
し
ま

す
。）

　

な
お
、
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
薄
謝
進
呈
い
た
し
ま
す
。

[

送
付
先] 

〒
３
１
０-

８
５
８
５

常
磐
大
学
同
窓
会
事
務
局
ま
た
は
、dosokai@

tokiw
a.

ac.jp 掲
載
文
募
集　

昨
年
11
月
に
、
学
生
時
代
に
所
属

し
て
い
た
常
磐
大
学
吹
奏
楽
団
Ｏ
Ｂ
会

「T
O
K
IW
A

お
ん
ぷ
の
会
」
の
演
奏

会
に
参
加
し
た
。
こ
の
演
奏
会
は
「
同

窓
会
」
に
ひ
っ
か
け
て
「
同
奏
会
」
と
銘

打
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
演
奏
会
の
後
に
は

某
所
で
本
当
の
「
同
窓
会
」
が
行
わ
れ
た
。

参
加
し
た
卒
業
生
は
常
磐
短
期
大
学
も

含
ま
れ
る
が
60
名
以
上
。
私
の
在
学
中

に
は
も
う
す
で
に
卒
業
さ
れ
て
い
た
先
輩

と
も
在
学
中
の
思
い
出
話
か
ら
お
子
さ
ん

の
話
、
そ
し
て
仕
事
の
こ
と
ま
で
話
に
花

が
咲
い
た
。
こ
こ
に
集
ま
っ
た
方
た
ち
は
、

全
員
あ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
っ
た
仲
間
た
ち

な
の
だ
と
思
う
と
感
慨
深
く
、
常
磐
大

学
で
作
る
こ
と
が
で
き
た
こ
の
つ
な
が
り

を
大
事
に
し
た
い
と
思
っ
た
。

　

常
磐
大
学
同
窓
会
で
も
毎
年
６
月
に

総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
る
。
是

非
会
員
の
み
な
さ
ん
で
声
を
か
け
合
っ
て

学
び
舎
に
集
い
、
旧
交
を
温
め
て
ほ
し
い
。

�

（
Ｍ
）

＊
編
集
後
記
＊

異
動
情
報
の
更
新
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

体
育
会
＆
文
化
連
合
活
動
報
告

2017
年度

■
サ
ッ
カ
ー
部

■
吹
奏
楽
団

■
硬
式
野
球
部

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

■
剣
道
部

■
ゴ
ル
フ
部

（2）☆同窓会ホームページもぜひご覧下さい。　　　http://www.tokiwa.ac.jp/~dosokai/


